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り 1A (力にしてO.OlpN)， 0.2 ミリ秒の分解能で計測できるようにした。この装置により，個々のミオシン分子の運
動，力を高分解能で直接計測することを可能とした。
次に，数分子から数十分子のミオシン分子とアクチンで発生する張力ゆらぎを測定した。等尺状態では，大きな張















している O これは，負荷が小さく速く運動しているときには， 1ATP サイクル中アクチン・ミオシンは何回も結合一
張力発生ー解離サイクルを行っていることを意味しているO
筋収縮におけるエネルギー変換過程において，化学反応 (ATP 分解)と力学反応(アクチン・ミオシン結合解離)
の共役が1 : 1固定しているか否かの問題が，ここ数年来大きな論争となってきた。本研究は，アクチン・ミオシン分
子の運動・力発生過程を直接捉える計測装置を開発し，筋収縮の分子メカニズムにおいて最も基本的なこの問題に回
-479-
答を与えたものである。国際的にも非常に高く評価されており，一連の研究まとめた本論文は博士論文として価値あ
るものとる忍める。
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